
うち当該年
度の森林環
境譲与税
（千円）

うち他の財
源（千円）

意向調査の準備作業 森林整備推進委員報償費 22 22 0
森林経営管理事業の実施個所を選定するための名張
市森林整備推進協議会に参加した委員への報償費。

参加した7名の内、市職員等の除く3名へ支出
報償費＋交通費＝支給額 7,400円
7,400円×3名＝22,200円

私有林整備 間伐実施事業補助金 204 204 0
三重県の造林補助事業にかかる間伐に対し、事業費
の15％以内で補助を行う。

交付対象団体：伊賀森林組合
伊賀森林組合が実施した造林補助事業（県補助金）
1,361,800円の内、15％にあたる204,270円を補助し
た。

私有林整備 間伐推進事業 800 800 0
スギまたはヒノキの人工林で実施した間伐に対し、
1本あたり200円の補助を行う。

交付対象者数：7名
伐採面積：11ha
伐採本数：4,000本
補助金額：800,000円

意向調査
森林経営管理事業（意向調
査）

6,710 6,710 0 森林経営管理制度に基づく意向調査の実施。

市内2地区で意向調査を実施
▼布生
事業費：5,830,000円
森林面積：567.97ha
筆数：1,821筆
調査対象者数：222名
回答者数：130名（58％）

▼短野
事業費：880,000円
森林面積：70.88ha
筆数：453筆
調査対象者数：56名
回答者数：35名（63％）

基金積立（森林整備への活
用のため）

森林環境譲与税基金繰入金 9,802 9,802 0
今後増大すると予想される森林経営管理法に基づ
く、市町村自らによる森林整備に備えた積立。

－

合計 17,538 17,538 0

【概要】
森林環境譲与税を活用することにより、
森林経営管理制度に基づく意向調査を実施
したほか、間伐に対する補助事業を実施す
ることで、制度の推進及び森林整備の推進
に繋がりました。

【詳細】
　森林経営管理制度に基づく意向調査を市
内2地区で実施しました。中でも、布生地
区は名張市南部に位置し、森林資源が豊富
で、かつては優良な木材を産出する地域で
あることから、今回の調査結果を用いた境
界明確化及び森林整備は、今後、名張市の
森林経営管理制度推進の指針となります。

　間伐に対する補助事業を実施しました。
自らまたは委託して間伐を行った方に対
し、1本あたり200円の補助を行ったこと
で、市内の人工林で11haの間伐が実施さ
れ、手入れが行われていない未整備林にお
いて森林の整備が推進されました。
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